
１ はじめに

粒子状物質の測定は，１９７２年，粒径１０µm以下の粒

子を採取秤量する方法が公定法として採用され，現在

に至っている。しかし，粒径２．５µm以下の微小粒子

の人の健康への影響が懸念され，測定法の改善が求め

られている。

今年度，新たに導入した米国仕様の PM２．５エアー

サンプラー（Partisol−Frm Model２０００）を岡山県環境

保健センター屋上に設置し，標準法であるローボ

リュームエアーサンプラー，アンダーセンローボ

リュームエアーサンプラーおよび SKC社製カスケー

ドインパクターとの並行採取試験を行い，採取時間，

採取フィルター及び秤量精度など基礎的検討を行った

ので報告する。

２ 測定方法

２．１ ろ紙

１）石英繊維ろ紙：ゲルマンサイエンス製 Pallflex

Membrane Filters TYPE（TISSUQUARTZ ２５００

QAT−UP）SIZE（８×１０in）を４７mm径，８０mm径

及び１１０mm径にカットして使用

２）テフロンフィルター：SKC社製２５mm径

２．２ 採取装置

１）PM２．５エアーサンプラー：Rupprecht & Patashnick

社製 PARTISOL−FRM MODEL２０００ PM−２．５ Air

Sampler

採取流速：１６．７L／min，フィルター：４７mm径，

石英繊維ろ紙

２）１０µmカットサイクロン付きローボリュームエ

アーサンプラー：新宅機械製作所製

採取流速：２０L／min，フィルター：１１０mm径，

石英繊維ろ紙

３）アンダーセンローボリュームエアーサンプラー：

日本科学工業社製 KANOMAX MODEL－５６００

採取流速：２８．３L／min（粒径９．０µm以上，粒径２．１

～９．０µm，粒径２．１µm以下の３段捕集法）

フィルター：８０mm径，石英繊維ろ紙

４）微小粒子採取用カスケードインパクター：

SKC社製

採取流速９L／min（粒径２．５µm以上，粒径２．５～１

µm，粒 径１～０．５µm，粒 径０．５～０．２５µm，粒 径

０．２５µm以下の５段捕集法），フィルター：SKC

社製２５mm及び３７mm径，テフロンフィルター

２．３ 天秤：メトラー社製AT２６１（読取り限度１０µg）

３ 結果及び考察

３．１ 採取時間，採取フィルター及び秤量精度

PM２．５エアーサンプラーは，２４時間以上採取すると

フィルターが目詰まりを起こし，装置が停止すること

があり，採取時間は２４時間とした。採取フィルターと

して，PM２．５エアーサンプラー，ローボリュームエ

アーサンプラー及びアンダーセンローボリュームエ

アーサンプラーについて，石英繊維フィルターを使用

し，比較の為，粒径０．５µm以下のナノ粒子の分別捕

集が可能なカスケードインパクターは，テフロンフィ

ルターを使用した。天秤はセミミクロ天秤（秤量精度

１０µg）を使用した。フィルターは採取前，２０℃，５０％

に設定された恒温恒湿の部屋で２４時間放置後，３回秤

量した。採取後も同様の操作を行った。ブランクフィ

ルター秤量差の標準偏差の３倍を検出下限，１０倍を定

量下限とした。その結果，２４時間測定のローボリュー

ムエアーサンプラーの定量下限は２．８mg／m３で，ろ紙

が大きすぎ，正確な秤量はできなかった。一方，PM

２．５エアーサンプラーの定量下限は，４２µg／m３，アン
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ダーセンローボリュームエアーサンプラーの定量下限

は，２９～７１µg／m３，そして SKC社製カスケードイン

パクターの定量下限は１５～３１µg／m３であった。米国の

PM２．５の環境基準は年平均値で１５µg／m３以下としてい

る。目標定量下限を８µg／m３とすると現在の秤量精度

を約５倍以上に改善する必要がある。

３．２ 並行採取試験

平成１６年２月２６日～３月３０日の期間，環境保健セン

ター屋上において，４台の採取装置による２４時間並行

採取試験を１０回行った。その結果を粒径別に表１と図

１に示した。

その結果，定量下限以下の日数が８０％以上であった

が，並行試験期間中に浮遊粒子状物質の一時的高濃度

現象が観測された。特に PM２．５エアーサンプラー

（１０８µg／m３）と SKCカスケドインパクターの粒径

２．５µm以上の粉じん濃度（７０µg／m３）に高濃度値が観

測された。また，２００４／３／１０～３／１１のカスケードイ

ンパクターの粒径別濃度分布をみると，微小粒子濃度

は，検出下限（７．３µg／m３）以下であり，この日の高

濃度現象は粒径２．５µm以上の粗大粒子によるもので

あることを示していた。黄砂の粒径分布は４～９µm

に極大ピークをもっているので，この日の高濃度は黄

砂現象を反映したものと推測された。

また，石英繊維ろ紙を使用したアンダーセンローボ

リュームエアーサンプラーの微少粒子濃度（２．１µm

以下）は痕跡であったが，テフロンフィルターを使用

した SKCカスケードインパクターで採取された微小

粒子濃度（２．５µm以下）は定量下限以下であり，相

関は認められなかった。これは，採取フィルターの違

いによるものと考えられた。

表１ 粒径別浮遊粒子状物質濃度調査結果

No 調査日（２４hr）
天候

WD／WV

PM２．５
エアーサ
ンプラー

ローボリュー
ムエアーサン
プラー

アンダーセンローボリューム
エアーサンプラー

SKCカスケードインパクター
自 動
測定器

２．１µm
以下

１０µm
以下

９．０µm
以上

２．１～９．０
µm

２．１µm
以下

２．５µm
以上

１～２．５
µm

０．５～１
µm

０．２５～０．５
µm

０．２５µm
以下

１０µm
以下

１
２００４／２／２６ １４：００～
２／２７ １４：００

晴れWNW
５．７m／s

１２
（ND）

０
（ND）

８．１
（ND）

１６
（ND）

１８
（ND）

１６
１．９
（ND）

０
（ND）

１．１
（ND）

１０＊ １２

２
２００４／３／１ １４：００～
３／２ １４：００

曇り後晴れ N
３．８m／s

２１＊
０

（ND）
２．４
（ND）

７．０
（ND）

２５＊ ２０
０

（ND）
０

（ND）
６．０
（ND）

１．０
（ND）

１２

３
２００４／３／３ １４：００～
３／４ １４：００

晴れW
５．７m／s

２２＊
０

（ND）
７．３
（ND）

８．９
（ND）

３０＊ 欠測 １８

４
２００４／３／８ １４：００～
３／９ １４：００

晴時々曇 SW
２．７m／s

３５＊
４８
（ND）

８．８
（ND）

１７
（ND）

１９
（ND）

１２
０

（ND）
０

（ND）
１．３
（ND）

０
（ND）

２８

５
２００４／３／１０ １４：００～
３／１１ １４：００

晴れ後曇り
NE２．３m／s

１０８
０

（ND）
１８
（ND）

３７
（ND）

５２＊ ７０
２．９
（ND）

７．１
（ND）

３．９
（ND）

０
（ND）

４７

６
２００４／３／１５ １４：００～
３／１６ １４：００

晴れ E
１．９m／s

４８
０

（ND）
１５
（ND）

２１
（ND）

４３＊ 欠測 ４９

７
２００４／３／１７ １４：００～
３／１８ １４：００

曇り後晴れ
NW１．５m／s

１８＊
０

（ND）
１１
（ND）

１９
（ND）

３２＊
７．１
（ND）

８．１
（ND）

６．６
（ND）

７．１
（ND）

３．６
（ND）

２２

８
２００４／３／２３ １４：００～
３／２４ １４：００

曇り ESE
１．５m／s

４３
０

（ND）
１３
（ND）

１７
（ND）

２７＊
１．４
（ND）

４．１
（ND）

８．３＊
０

（ND）
０

（ND）
２６

９
２００４／３／２５ １４：００～
３／２６ １４：００

曇後一時雨
NNE１．５m／s

３７＊
０

（ND）
３．７
（ND）

９．２
（ND）

１２＊
６．７
（ND）

６．２
（ND）

４．４
（ND）

７．７
（ND）

５．８
（ND）

３１

１０
２００４／３／２９ １４：００～
３／３０ １４：００

晴後薄曇 NE
１．６m／s

２２＊
０

（ND）
４．２
（ND）

１８
（ND）

１４＊ 欠測 ３５

註：＊は痕跡（検出下限～定量下限），NDは検出下限以下

図１ 粒径別浮遊粒子状物質濃度経時変化
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４ 結 論

１）PM２．５エアーサンプラーによる粒子濃度とアン

ダーセンローボリュームエアーサンプラーの粗大粒

子（粒径２．１µm～９．０µm），SKCカスケードインパ

クターの粗大粒子（粒径２．５µm以上）及び環境保

健センター近傍にある大気測定局の浮遊粒子状物質

濃度との相関は，２．５µm以下の微小粒子濃度より

高い傾向が認められた。SKCカスケードインパク

ターの粒径別データから，並行試験期間中の高濃度

は，黄砂現象によるものと推測された。

２）石英繊維ろ紙を使用したアンダーセンローボ

リュームエアーサンプラーの微少粒子濃度（２．１µm

以下）とテフロンフィルターを使用した SKCカス

ケードインパクターで採取された微小粒子濃度

（２．５µm以下）との間に相関は認められなかっ

た。これは，採取フィルターの違いによるものと考

えられた。

３）微小粒子の評価には，ろ紙の選択と秤量精度が重

要と考える。
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